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事業報告 

１，地域福祉の意識づくり 

 

（１）児童・生徒への福祉学習（教育）の推進 

①福祉教育教材の配布 

子供たちが自ら学び、考える力や学び方、ものの考え方などを身につけ、問題解決の資質や能力

をはぐくむことをねらいとして、町内小学校 3年生全員を対象に福祉教育教材「ともに生きる」を配布 

   令和 7 年度 

配布数     433 冊 

 

②「夏休み福祉体験スクール」の実施（財源：共同募金配分金） 

町内在住の小学 6年生を対象（公募制 20名）として夏休みに実施しており、社協職員が引率して糸島市

の九州盲導犬協会で体験学習を開催 

   令和 7 年度 

申込者数   17 名 

参加者数   17 名 

 

（２）小中学校総合学習への協力  

 小中学校や教育委員会との連携を図り、社会福祉協議会の職員と地域の社会福祉施設の職員の協働に 

より高齢者、車いす、視覚障がい、認知症、災害、そして大切な命。他にも様々な福祉に関する体験学習 

を実施 

   令和 7 年度 

実施回数  8 回 

   

 開催日 対 象 内 容 

1 6月 24日 宇美小学校 4年生 

福祉体験学習 

 ・アイマスク 白杖 点字ブロック歩行体験、車

いす体験 

2 7月 7日 原田小学校 4年生 

福祉体験学習 

 ・アイマスク 白杖 点字ブロック歩行体験、車

いす体験 

3 7月 14日 ハピネス分校 
福祉体験学習 

 ・フライングディスク体験 
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4 11月 24日 桜原小学校 3年生 

福祉体験学習 

 ・アイマスク 白杖 点字ブロック歩行体験、車

いす体験、フライングディスク体験 

5 11月 26日 ハピネス分校 
福祉体験学習 

 ・車いす体験 

6 1月 29日 ハピネス分校 
福祉体験学習 

 ・アイマスク 白杖 点字ブロック歩行体験 

7 1月 15日 井野小学校 3年生 

福祉体験学習 

 ・アイマスク 白杖 点字ブロック歩行体験、車

いす体験 

8 3月 3日 宇美東小学校 3年生 

福祉体験学習 

 ・アイマスク 白杖 点字ブロック歩行体験、車

いす体験、フライングディスク体験 

 

（３）福祉協力校への活動助成（財源：共同募金配分金） 

福祉意識の向上を図るため、町内小中学校、高等学校を福祉協力校に指定し助成金交付 

  令和 7 年度 

指定校数 10 校 

 

（４）職員出前講座 

ふれあいいきいきサロン、地域公民館活動への支援として簡単な脳トレやレクリエーション、介護予

防や認知症についての講話など、福祉に関する出前講座を実施。 

  令和 7 年度 

件 数  件 

   実施内容 

実施日 地 区 内 容 

  職員派遣による講話、レクリエ

ーション・脳トレ講座の実施   

 

 

 

 

 



3 

 

（５）社会福祉士資格取得のための学習指導  

社会福祉協議会の事業や地域福祉活動の実習を通じて、福祉への理解を深め、これからの地域福祉の 

担い手となるような人材育成を目的に社会福祉士資格取得のための実習生受け入れ 

 

【令和 7年度】 実績なし 

 

２，交流、ふれあいの促進 

 

（１）いきいきサロン実施地区への活動助成金交付 （財源：共同募金配分金）  

 令和 7 年度 

交付件数 20 地区 

  対象自治会のいきいきサロン開催状況 

No 自治会 開催日 No 自治会 開催日 

1 とびたけ一 第 3 木 12 炭焼二 第 2･4 火 

2 とびたけ二 第 2 火 13 炭焼四区 第 2・4 水 

3 とびたけ三 毎週金 14 下宇美 第 1 水 

4 三原 第 2 水 15 福博鎌倉・新成合同 第 3 金 

5 神山手 不定期 16 原田下 第 3 月 

6 柳原 第 3 水 17 明治町 第 4 火 

7 大名坂 第 3 金 18 四王寺坂一･二･三合同 第 2 金 

8 桜原 第 4 金 19 ひばりが丘二 第 1 水 

9 早見 第 4 月 20 ひばりが丘三 不定期 

10 黒穂 第 2・4 木    

11 林崎 第 3 月    

（２）いきいきふれあいサロンへの活動助成  （前述出前講座により実施） 

 

３，支えあいとボランティア活動の促進 

 

（１） 支えあい事業の推進  

  日常生活の中で、自分や家族だけでは解決できない、また行政サービスや既存の制度では対応できな 

  い生活ニーズを抱えている住民に対して、協力会員の支援によって解決を図るお互い様の精神で困り 

ごとを解決する事業を事業周知や会員の確保に努め実施。 

〇日常支援 30分 400円 〇専門支援 30分 500円 
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① 会員数 （3/31 現在） 

 令和 7 年度 

利用会員 

男性 女性 計 

12 名 33 名 45 名 

  

② 利用件数 （3/31 現在） 

 
令和 7 年度 

日常支援 専門支援 計 

利用件数 150 件 44 件 194 件 

 

（２）  共同募金助成事業（財源：共同募金配分金）  

  福祉の向上につながる新しい事業や福祉団体を支援することを目的とした公募制の助成金事業を実施 

① 地域福祉推進団体への活動助成金交付  

令和 7 年度 福祉団体 福祉協力校 

団体数 12 団体 10 校 

 

 

 

 

 

 

団体名 

宇美町シニアクラブ連合会 

宇美町交通安全協会 

宇美町青年団 

宇美町手話の会 

宇美町民生委員児童委員協議会 

宇美町スポーツ少年団 

みんなの食堂「うみ手伝い隊」 

宇美町文化協会 

宇美町スポーツ協会 

わくわく「早見」食堂 

きららばあちゃんのカレー食堂 

2525ベース 

宇美小学校 

宇美東小学校 

桜原小学校 

原田小学校 

井野小学校 

ハピネス分校 

宇美中学校 

宇美東中学校 

宇美南中学校 

宇美商業高等学校 

 

 ②自治会への活動助成金交付（戸別募金実績額の半額を 47自治会へ配分） 

 

（３）ボランティア活動保険加入促進  

町内の活動や、被災地でのボランティア活動を行う方を支える「ボランティア活動保険」のホームページ、 

Facebook、Instagram での周知や加入の説明、手続を実施 

   令和 7 年度 

加入数 160 件 

 令和 7 年度 

協力会員 

男性 女性 計 

8 名 12 名 20 名 
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４，その他生活サービスと子育て支援  

 

 （１）音訳版「社協だより」の作成  

音訳ボランティアのご協力のもと音訳版「社協だより」を作製し、宇美町社会福祉協議会ホームページに掲 

載 

 （２）車いす、レクリエーショングッズの貸出、「おもちゃ病院うみ」の開院他（財源：共同募金配分金） 

  地域福祉、交流促進のため一時的に必要な方への車いすの貸出や地域の子ども会やシニアクラ 

ブ、いきいきサロンなどで活用してもらうためのレクリエーショングッズを貸出。また、動かなくなったお 

もちゃを修理し再び命を吹き込むことで、修理するボランティアと子どもたちが共通の喜びをもち、子ども 

たちの「物を大事にする心」を育むことを目的におもちゃ病院を開院.。 

 

事業名 場 所 目的・内容 

車いす貸し出し 
宇美町 

社会福祉協議会 

賛助会員加入者で車いすが必要な方に対して、最長 3

ヶ月（1 ヶ月更新）の車いす貸し出しを行う。 

【令和 7年度】  件  

レクリエーション 

グッズ貸し出し 

宇美町 

社会福祉協議会 

いきいきサロン・シニアクラブ・子ども会などの地域行事

において、レクリエーショングッズの貸し出しを行う。 

【令和 7年度】  件 

おもちゃ病院うみ 

毎月第 4木曜 

10:00～12:00 

し～ず・うみ 

おもちゃドクターが、壊れてしまった大切なおもちゃ（PL

法に抵触しないもの）の治療を行う。 

【令和 7年度】診察数：79個 

・診察料：おもちゃ 1つに付き 100円 

・対象者：糟屋郡内及び近隣市町にお住まいの方 

クリスマスプレゼント

の配布 

子育て支援ｾﾝﾀｰ 

図書館（Xmas会） 

老人福祉センター 

「つながり」を感じ、笑顔でクリスマスを過ごしていただけ

るよう、社協の広報活動を兼ねたクリスマスプレゼント

（菓子詰合せ）を配布した。 

 ※PL 法（製造物責任法）とは、製造物の欠陥によって、生命、身体または財産に損害を被った場合に、  

  被害者が製造業者等に対して損害賠償請求を求めることができることを定めた法律  

 

（３）こども発達ほっと相談室の実施（財源：共同募金配分金） 

就学前から高校生までの子どもに発達の特性があり、子どもの成長や将来に不安をもつ保護者やご家

族を対象に実施。 
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開催月：奇数月年 6回 

相談員：障がい児教育専門アドバイザー 

木藤 政博氏   福岡県発達障害者支援前センター長 福岡県立川崎特別支援学校元校長 

 

    令和 7 年度 

相談件数  6 件 

 

５，情報提供・相談体制の充実  

 

（１）「社協だより」の発行（広報うみ折込）及びホームページ、Facebook、Instagram での情報発信 

発行日： 令和 7年 5月、8月、11月、令和 8年 2月（年 4回発行） 

掲載内容： 予算、事業計画、賛助会員、寄付御礼（香典返し・一般寄付）、共同募金、社協事業、 

ふれあいいきいきサロン、地域情報、し～ず・うみ各種サークル・講座のお知らせなど 

 

（２）相談支援の強化  

①生活福祉資金貸付事業（福岡県社会福祉協議会受託事業） 

    低所得者や高齢者、障がい者の生活を経済的に支え、生活の安定と自立、社会参加の促進を図ることを 

目的にした貸付制度。市町村社協が相談受付窓口となり、県社協が審査、貸付を決定する。 

申請時には、民生委員児童委員や暮らしの困りごと相談室と連携し、自立に向けた支援を実施。 

※「6.生活困窮世帯の自立支援」で詳細説明 

 

②日常生活自立支援事業（福岡県社会福祉協議会受託事業）  

認知症、知的障がい、精神障がいのある方の預金通帳、印鑑等をお預かり（契約）し、毎月の支援計画 

に基づき本人宅を訪問。光熱水費等の支払いや生活費など日常的な金銭管理を行い、安心して生活が 

できるよう、一人ひとりの生活環境等に応じた支援を実施。 

※「9受託事業の運営と遂行」」で詳細説明 

 

③新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた生活福祉資金特例貸付  

    生活困窮状態が続いている借受人世帯への相談支援業務（福岡県社会福祉協議会受託事業）  

     新型コロナウイルス感染症の影響をうけ、生活福祉資金特例貸付の償還期間内において、生活  

困窮状態が続いている借受人世帯に対する相談支援業務を実施。 

※「6.生活困窮世帯の自立支援」で詳細説明 
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④心配ごと相談事業（財源：共同募金配分金）  

相談日 毎月第 1第 3木曜日  9:30～12:30 老人福祉センター 

相談員  常時  名 （全  名 3/31現在）  

相談員所属 民生委員児童委員   名 人権擁護委員   名 行政相談委員   名 

 

   令和 7 年度 

開催回数   回 

（件） 

相談事項 令和 7年度 

生計  

年金  

職業・生業  

住宅  

家族  

結婚  

離婚  

健康・保健衛生  

医療  

精神衛生  

人権・法律  

財産  

事故  

母子保健・児童福祉  

教育・青少年  

心身障害者福祉  

母子・父子福祉  

老人福祉  

苦情  

その他  

合計  

 

⑤弁護士相談事業（町受託事業）  

福岡県弁護士会から派遣された弁護士による町民の身近な法律相談窓口として実施。 

（相談日は毎月第 2、4木曜日 要予約） 

※「9受託事業の運営と遂行」」で詳細説明 
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⑥民生委員・児童委員との連携強化 

   各校区部会への参加により、地域課題の抽出及び情報共有により連携を深めた。 

 

６．生活困窮者の自立支援  

 

（１）緊急一時支援事業（財源：共同募金配分金） 

生活が困窮し食料の確保が困難な世帯への緊急的措置として、一時的に食料品等の購入資金の

支援を行う。 

対象：生活保護申請中又は緊急小口資金（生活福祉資金）申請中の世帯    

上限：一世帯 3 千円 

   令和 7 年度 

申請者数  名 

支援総額      円 

 

（２）ふくおかライフレスキュー事業 

地域における公益的な取組の一つとして、県内の社会福祉法人が団結し、生活困窮等に陥っていても

既存制度では解決できずに困っている方々等に対して、各地区ごとに登録された社会福祉法人のサポ

ーターが中心に連携して相談支援を行う。 

   令和 7 年度 

リユース品

支給 
食料支援 合計 

支援件数 1 件 0 件 1 件 

 

《粕屋地区登録事業所》 

＜糟屋郡 宇美町＞ ・同行園(同朋会) ・希望学園(相互福祉会) ・宇美町社会福祉協議会 

＜糟屋郡 篠栗町＞ ・篠栗保育園(光風会) ・篠栗町社会福祉協議会 ・篠栗荘(信愛会) 

＜糟屋郡 志免町＞ ・みなみの里(志免福祉会) ・志免町社会福祉協議会 

 ・やすらぎの郷(日本赤十字社 福岡県支部)  

・柚の木福祉会あゆみのもり須恵 (柚の木福祉会) 

 ・栄光会こころ（社会医療法人栄光会） 

＜糟屋郡 須惠町＞ ・恵昭園(恵徳会) ・須恵町社会福祉協議会 

＜糟屋郡 新宮町＞ ・新宮町社会福祉協議会 ・福岡コロニー(福岡コロニー) 

＜糟屋郡 久山町＞ ・久山町社会福祉協議会 ・レイクウッド久山(至誠会福祉会) 

 ・若葉荘(久山福祉協会) 

＜糟屋郡 粕屋町＞ ・緑の里(三活会) ・粕屋町社会福祉協議会  
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（３）生活福祉資金貸付事業（福岡県社会福祉協議会受託事業） 

 ①相談･申請状況  

【令和 7年度】     

資 金 名 相談 内申請 内決定 

総合支援資金 件 件 件 

福祉費 件 件 件 

緊急小口資金 件  件 件 

教育支援資金 件 件 件 

不動産担保型生活福祉資金 件 件 件 

その他 件 件 件 

合  計 件 件 件 

 

② 貸付決定額  

【令和 7年度】 

福祉費 緊急小口資金 教育支援資金 合 計 

円 円 円 円 

 

（４）新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた生活福祉資金特例貸付 

生活困窮状態が続いている借受人世帯への相談支援業務（県社会福祉協議会受託） 

 

相談受付 

対応件数 

来所 件 

相談後の

対応 

貸付等社

協支援 
件 

相談内容 

お金・負債 件 

電話 件 
関係機関

へつなぐ 
件 仕事 件 

訪問 件 経過観察 件 病気・体調 件 

その他 件 その他 件 住まい 件 

    家族・孤立 件 

    その他 件 

※さらに、福岡県共同募金会による「赤い羽根ポストコロナ（新型感染症）社会に向けた福祉活動応援キャ

ンペーン」の助成を受け、町内在住の生活福祉資金特例貸付の借受人世帯へアンケート調査を実施。回

答者に対しお米券を配布した。 

 令和 7年度 

アンケート対象件数 件 

回答件数 件 
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宛先不明 件 

相談希望者数 件 

お米券配布 件 

 

７ .災害時の対応の充実 

 
（１）近隣社協との災害時の連携・災害ボランティアセンター設置体制整備  

糟屋地区社会福祉協議会災害時相互支援協定及び一般社団法人福岡青年会議所との災害時相互協力協 

定に基づき、災害時に柔軟に対応できる体制整備や共同事業の推進を図った。 

 

① 糟屋地区社協連絡協議会災害ボランティアセンター設置運営訓練 

・日 時：  

・場 所：  

・講 師：  

・参加者： 

（内訳）糟屋地区社会福祉協議会職員 名 

福岡県社会福祉協議会職員  名 

行政 名 

企業・団体等 名 

NPO等 名 

 【内容】 

 

 

 

８．見守り・防犯活動・交通安全の促進     

    

 （１）宇美町シニアクラブ連合会への活動支援 （財源：共同募金配分金）      

 宇美町シニアクラブ連合会の地域福祉活動支援のため助成金交付 

 

（２）交通安全教室開催への活動支援  （財源：共同募金配分金）       

   糟屋地区交通安全協会宇美支部の地域交通安全活動支援のため助成金交付 

 

９．受託事業の運営と遂行 

 

（１）生活福祉資金貸付事業（県社会福祉協議会受託） 

    ６．生活困窮者の自立支援において説明  
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（２）日常生活自立支援事業（県社会福祉協議会受託） 

認知症や精神障がい・知的障がいなどで判断能力が不十分な方に対し、福祉サービスの利用手続きや 

日常的な金銭管理支援を実施 

専門員登録職員：2名（相談・支援計画作成・契約業務）  

生活支援員登録職員：4名 （実働的業務） 

【令和 7年度】 

 認知症 精神障がい 知的障がい 合 計 

当初利用者数 名 名 名 名 

新規利用者数 名 名 名 名 

契約終了者数 名 名 名 名 

3/31現在利用者数 名 名 名 名 

支援回数 回 回 回 回 

 

（３）弁護士相談所開設業務（町受託） 

毎月第 2第 4木曜日 13：30～15：30 老人福祉センター 

福岡県弁護士会より弁護士 1名派遣 

    令和 7 年度 

相談件数 件 

   

（４）献血推進業務（町受託） 

病気の治療や手術などで輸血や血漿分画製剤を必要としている方へ健康な人が血液を自発的に無償で 

提供する身近なボランティア活動として献血運動を推進。 

 

【令和 7 年度】 

献 血 日 会 場 受付者数 献血者数 不適者数 

7月 14日（月） し～ず・うみ 多目的室 1 53名 42名 11名 

11月 15日（金） 宇美町役場 多目的ホール 61名 58名 3名 

3月 21日（金） 宇美町役場 多目的ホール 42名 37名 5名 

合  計 156名 137名 19名 
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（５）自殺対策業務（町受託） 

 悩んでいる人に寄り添い、「孤立・孤独」を防ぎ、関わり合う「ゲートキーパー」養成のため、住民講座を開催 

  令和 7年度 

テーマ 自殺対策・予防啓発講演会 「～いのちの電話から見えること～」 

開催日 令和 7年 9月 13日（土） 10：00～12:10 

会 場 宇美町働く婦人の家し～ず・うみ 多目的室 1 

講 師 福岡いのちの電話 教育委員長 松尾公孝氏 

参加者数 21名 

 

（６）介護予防業務（町受託） 

①介護予防把握事業 

何らかの支援を必要とする高齢者の早期発見と必要な支援に繋げるための情報提供、関係機関  

との連携を図るために対象者の状況を把握する。 

 令和 7 年度 

訪問対象者 462 名 

把握完了者数 462 名 

（うち回答拒否及び不在等）  65 名 

（うち入院中、死亡者） 4 名 

②介護予防普及啓発業務（介護予防教室） 

〇介護予防教室の開催 

 令和 7 年度 

小学校区数 5 

教室開催回数合計  205 回 

教室参加者延べ人数 6,387 名 

教室参加者実人数  292 名 

 令和 7年度 介護予防教室開催状況 

校 区 介護予防教室名 実施期間 

宇美東 わくわくクラブ 
令和 7年 4月 7日～令和 8年 3月 23日 

毎週月曜日 41回 延 1,798名参加 

桜 原 さくら元気クラブ 
令和 7年 4月 9日～令和 8年 3月 25日 

毎週水曜日 41回 延 1,424名参加 

原 田 チャレンジ・はるだ 
令和 7月 4月 10日～令和 8年 3月 26日 

毎週木曜日 41回 延 1,732名参加 
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宇 美 元気・宇美っくす 
令和 7年 4月 11日～令和 8年 3月 27日 

毎週金曜日 41回 延 803名参加 

井 野 フレッシュ井野 
令和 7年 4月 11日～令和 8年 3月 27日毎週

金曜日 41回 延 630名参加 

＜教室内容＞ 

・運動機能の維持向上（筋力トレーニング、ストレッチなど）  

・レクリエーション（ボールストレッチ、タオルストレッチ、チェアエクササイズ、スロージョギングなど）  

・健康に関する知識の向上（尿中ナトリウム検査の実施、高血圧についてなど）  

・脳トレーニング（手指体操、短期記憶想起、連想ゲーム、間違いさがし、クイズなど）  

・音楽レクリエーション（パタカラ、歌唱、トーンチャイム、ミュージックフープなど）  

・口腔トレーニング（パタカラ、あいうべ体操、歯周病についてなど）  

・認知症サポーター養成講座  

・筆文字講習 

・AED 講習 

・脳トレプリント等の配布 

自宅での認知機能活用のための脳トレとして、教室参加者へ概ね 2 ヵ月に一度、脳トレプリントを

配布した。 

 

＜福祉サポーター定例会への出席（重複）＞ 

介護予防教室の適切な運営を行うため、教室運営に協力していただく福祉サポーター定例会（毎月

開催）に出席した。（5 校区 計 60 回） 

 

（７）地域支援任意業務（町受託） 

要介護状態又は要支援状態となることを予防するとともに、要介護状態となった場合においても、可能な 

限り、地域において自立した日常生活を営むことができるよう支援することを目的とし介護保険制度の中 

で実施される事業。 

 

① 家族介護継続支援業務  

介護にあたっている家族等の身体的・精神的・経済的負担を軽減するため交流会を実施 

    令和 7 年度 

開催回数 2 回 

参加者数合計 42 名 

【令和 7 年度】 

第 1 回 令和 8 年 1 月 17 日（土）10：00～12：00 於同行園 参加者：26 名  

内容：介護について「これから」ではなく「今から」を考えてみませんか 
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第 2 回：令和 8 年 3 月 14 日（土）10：00～12：00 於同行園 参加者：16 名 

内容：介護について「これから」ではなく「今から」を考えてみませんか 

講師：第 1 回、2 回とも＆あ～ばん訪問看護ステーション 高原 美穂氏 

 

② 認知症サポーター養成・活動支援業務 

「認知症を知り地域をつくる」キャンペーン（厚生労働省）の一環として始まり、認知症サポーター」を一人

でも多く養成し、安心して暮らせる町づくりを住民の手によって行っていくことを目指し実施。 

 令和 7 年度 

サポーター養成講座開催回数 10 回 

養成講座受講者数 246 名 

養成講座従事キャラバンメイト延べ数  12 名 

キャラバンメイト連絡会参加者数  5 名 

 

養成講座の詳細 

No. 実施日 受講者名 受講者数 累計 キャラバンメイト 

1 6/30 宇美東介護予防教室 48名 48名 松本 

2 7/11 宇美商業高校 37名 85名 四方・齋藤 

3 9/10 福祉サポーター養成講座 ４名 89名 齊藤 

4 11/2 オレンジスマイル健康フェス 12名 101名 四方 

5 11/21 宇美介護予防教室 18名 119名 松本 

6 11/28 井野介護予防教室 15名 134名 松本 

7 12/24 桜原介護予防教室 40名 174名 松本 

8 3/3 福祉サポーター養成講座 3名 177名 四方 

9 3/11 福岡刑務所 26名 203名 四方・齋藤 

10 3/26 原田介護予防教室 43名 246名 松本 

 

② キャラバンメイト連絡会の開催 

「認知症サポーター養成講座」を企画・開催し、講師を務める「キャラバンメイト」の連絡会を開催。 

令和 7 年 3 月 27 日（金）14：00～15：00  老人福祉センター 

内容：事務連絡、活動報告、情報交換等 

参加者：5 名 

 

（８）包括的支援業務（町受託） 

 多様な日常生活上の支援体制の充実・強化及び高齢者の社会参加の推進を一体的に図って行くこと 

 を目的として介護保険制度の中で実施される事業。 
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① 福祉サポーター養成活動管理支援業務  

 〇福祉サポーター養成講座開催（全 3 回実施） 

各校区コミュニティで実施される介護予防教室において教室運営のボランティア活動を行う人材 

を養成。 

〇福祉サポーター定例会への参加  

各小学校区ごとに月 1 回開催し、介護予防教室業務担当者兼生活支援コーディネーターが参加。

教室運営やサポーターの活動状況について把握し、意見交換を行い、教室の質の向上を図る。 

 

 令和 7 年度 

福祉サポーター養成講座開催回数  3 回 

福祉サポーター養成講座参加者数  7 名 

福祉サポーター登録者数 6 名 

福祉サポーター定例会回数 59 回 

    

   福祉サポーター定例会実施状況  

 開催日（月 1 回） 会場 

宇美東小学校区 第 4 月曜日 障子岳自治会公民館 

桜原小学校区 第 3 水曜日 し～ず・うみ 

原田小学校区 第 3 木曜日 南町民センター 

宇美小学校区 第 4 金曜日 うみハピネス 

井野小学校区 第 2 金曜日 井野小学校区コミュニティセンター 

 

〇福祉サポータースキルアップ研修の開催    

福祉サポーター活動の活性化と各校区における介護予防事業の普及啓発を促進するとともに、

校区を超えた福祉サポーター同士の交流の機会を提供することを目的として開催。 

  【令和 7 年度】 

スキルアップ研修 令和 7 年 11 月 12 日 10：00～12：00 中央公民館 29 名参加 

 

② 生活支援コーディネーター業務 

多様な日常生活上の支援体制の充実及び高齢者の社会参加の推進を地域、住民、関係者が一体的 

に行うことを目的に、福祉サポーター定例会や地域ケア会議へ参加し、情報収集を行い、関係機 

関等との連携を図った。 

 

〇福祉サポーター定例会への参加 

【令和 7 年度】 5 校区 計 59 回 
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〇地域ケア会議への参加 

宇美町地域包括支援センターが開催する「地域ケア会議」に参加し、処遇困難事例の課題解決や 

介護保険サービスを利用する個別事例の検討を行い、専門的なサービスが必要な人に適切に提供 

されるような地域づくりのため、意見交換、情報提供・収集を行った。 

【令和 7 年度】毎月第 3 月曜日 14：00～15：00 宇美町役場  全 12 回参加 

※「地域ケア会議」とは介護保険法に基づく (1)地域課題の解決、(2)地域包括支援、ネットワーク 

の構築、(3)地域課題の発見、(4)地域づくり・資源開発、(5)施策形成の機能を持つ会議。 

 

〇買い物支援ガイドブックの作成 

買い物にお困りの方々向けに食料品や日用品の宅配を行う商店等に結びつくよう、宇美町商工会等  

の協力のもと情報提供冊子を作成。 

 

③ 認知症地域支援・初期集中支援業務 

認知症の人やその家族を支援する相談業務や地域において「生きがい」をもった生活を送れるよう社会 

参加活動のための体制整備等を行うため、認知症地域支援推進員、初期集中支援チーム員を配置 

し、業務を行った。 

 

〇認知症ケアパス(状態に応じた適切な医療や介護サービス提供の流れ)の作成・配布・ホームページへの 

掲載 

 

〇認知症カフェ（くすもりカフェ）の開催 

  認知症の方やそのご家族、また、認知症に興味、理解をもつ方々の情報収集、憩いの場として 

  カフェを開催。 

毎月第 1 水曜日開催 10：00～12：00 老人福祉センター 

     令和 7 年度 

開催回数 13 回 

参加人数合計 91 名 

 

〇認知症初期集中支援業務 

40 歳以上の在宅生活者で、医療や介護サービスを受けていない人又は中断している人で認知

症や認知症が疑われる人が必要な医療や福祉サービスにつながるよう、おおむね 6 か月間集中

的に支援を行い、自立した生活を送れるようサポートを行う。  

 

 令和 7 年度 

支援対象者 1 名 
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チーム員会議開催回数 4 回 

会議参加者 
地域支援推進員 2 名、チーム員 1 名、地域包括支援センター

職員 1 名、宇美町役場職員 1 名、チーム医 1 名 

 

〇認知症対応力向上及び虐待予防講演会の実施  

① 日時：令和 7 年 9 月 20 日（土）10：00～12：00 

場所：宇美町地域交流センターうみみらい館 多目的ホール  

内容：映画「オレンジランプ」上映会  

講師：参加者：67 名 

 

② 日時：令和 8 年 3 月 17 日（火）13：30～15：30 

場所：特別養護老人ホーム同行園 地域交流室  

講演：認知症にやさしい環境デザイン講座  

講師：参加者：12 名 

 

（９）ファミリー・サポート・センター事業（町受託） 

   子どもの送迎や預かりなど、子育ての「援助を受けたい人（おねがい会員）」と「援助を行いたい

人（まかせて会員）」が会員となり、地域で相互援助活動（有償）を行う事業を実施。 

 

①  ファミリー･サポート・センター講習会の開催 

【令和 7 年度】 

前期講習会 令和 7 年 6 月 11 日～7 月 12 日 10：00～12：00 全 5 回 

延 28 名 会員登録者数 8 名 

日  時 内  容 

【第 1 回】 
令和 7 年 6 月 11 日（水） 

・開講式 
・こどもの遊び 
講師：宇美八幡宮保育園、貴船保育園 保育士 

【第 2 回】 
令和 7 年 6 月 19 日（木） 

・幼児安全法～心肺蘇生と AED の取扱い～ 
講師：日本赤十字社 福岡県支部 

【第 3 回】 
令和 7 年 6 月 28 日（土） 

・ファミサポでつながる子育て仲間  
講師：子ども発達支援事業幼児学級講師  梯裕子氏 

【第 4 回】 
令和 7 年 7 月 3 日（木） 

・こどもの発達と事故予防 
講師：いきいき保育園 看護師 

【第 5 回】 
令和 7 年 7 月 12 日（土） 

・事前説明・交流会 
講師：ファミサポアドバイザー 
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後期講習会 令和 7 年 1 月 22 日～2 月 22 日 10：00～12：00 全 5 回 

延 41 名 会員登録者数 8 名 

日  時 内  容 

【第 1 回】 
令和 8 年 1 月 22 日（木） 

・開講式 
・こどもの発達と事故予防 
講師：いきいき保育園 看護師 

【第 2 回】 
令和 8 年 1 月 27 日（火） 

・幼児安全法～心肺蘇生と AED の取扱い～ 
講師：日本赤十字社 福岡県支部 

【第 3 回】 
令和 8 年 1 月 31 日（土） 

・ファミサポでつながる子育て仲間  
講師：子ども発達支援事業幼児学級講師  梯裕子氏 

【第 4 回】 
令和 8 年 2 月 5 日（木） 

・こどもの遊び 
講師：宇美町社会福祉協議会 保育士 

【第 5 回】 
令和 8 年 2 月 21 日（土） 

・事前説明・交流会 
講師：ファミサポアドバイザー 

 

② スキルアップ研修会の開催 

   令和 7年度 

テーマ こどもとの関わりで大切にしたいこと 

開催日 令和７年 12 月 4 日（木）10:00～12:00 

会 場 うみハピネス 

講 師 チャイルド・ライフ・コミュニケーター 

梯 愛依子 氏 

参加者数 8 名 

③ 会員交流会（ふれあいタイム）の開催 

   令和 7年度 

テーマ 親子でキャンディバッグを作ろう＆交流会 

開催日 令和 7 年 11 月 15 日（土）10:00～12:00 

会 場 うみハピネス 

講 師 きららばあちゃんのカレー食堂  

松本 真代 氏 

参加者数 22 名 
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〇ファミリ-・サポート・センター会員数（3 月 31 日現在） 

 令和 7 年度 

おねがい会員数 118 名 

まかせて会員数  79 名 

会員数合計 197 名 

うち両方会員  31 名 

 

〇ファミリー・サポート・センター活動状況 

※年 1 回（9 月）「ファミサポだより」発行 

 

（１０）宇美町立老人福祉センター窓口受付等業務（町受託） 

 ①施設及び付属設備の点検や秩序維持、来館・利用者の受付対応業務の実施  

〇老人福祉センター利用状況 

 令和 7 年度 

センター利用者合計 名 

 令和 7 年度利用状況 

 開館日数 
センター利用者（人） 内サークル活動者（人） 

男性 女性 計 男性 女性 計 

4 月        

5 月        

6 月        

7 月        

8 月        

9 月        

10 月        

月 
事前 

打合せ 

支援活動 
キャン 

セル 
月 

事前 

打合せ 

支援活動 
キャン 

セル 回数 時間 回数 時間 

4 月 0 0 0 0 10 月 2 6 16.5 1 

5 月 0 0 0 0 11 月 0 7 31 1 

6 月 1 0 0 0 12 月 0 6 18.5 1 

7 月 4 1 1 0 1 月 0 4 19 0 

8 月 1 6 13 2 2 月 1 11 48 1 

9 月 2 4 4 1 3 月 2 10 52.5 2 

 計 13 55 203.5 9 
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11 月        

12 月        

1 月        

2 月        

3 月        

計        

 

⓶サークル活動 （3 月 31 日現在） 

 
サークル名 活動内容 活動日 

登録者数

（人） 

1 書道サークルなでしこ 実用書道 第１・第３ 月曜日  

2 しゃくなげ会 大正琴 第１・第３ 月曜日  

3 さくら同好会 実用書道 第２・第４ 月曜日  

4 ひよっこグループ 大正琴 第２・第４ 月曜日  

5 シニアクラブ カラオケサークル カラオケ 第１・第３ 水曜日  

6 抹茶サークル 抹茶 第２・第４ 水曜日  

7 弥生グループ 洋裁 第２・第４ 水曜日  

8 アレンジメントサークル フラワーアレンジメント 第１    木曜日  

9 安来節教室 安来節踊り 第１・第３ 木曜日  

10 たんぽぽサークル 水彩画 第２・第４ 木曜日  

11 着付けサークル 着物着付 第２・第４ 木曜日  

12 すみれの会グループ 主に編み物 第１・２・３ 金曜日  

13 カラオケサークル カラオケ 第２・第４ 金曜日  

14 季節のはがき絵 はがき絵 第１・第３ 土曜日  

15 麻雀同好会 麻雀 第１・２・３ 火曜日  

 

③ 「宇美町老人福祉センターふれあいまつり」開催の事務局業務実施 

・日時： 

・参加人数：1 

・出演： 

 

（１１）個別避難計画作成業務（町受託） 

災害時に自ら避難することが難しい高齢者や要介護者、障がい者等（災害時避難行動要支援者）がどの

ような避難行動をとればよいのかについて、あらかじめ本人、家族等と確認しケアマネジャー等医療・介

護・福祉サービス関係者や民生委員・児童委員、自治会等の協力を得て避難行動計画を作成。 



21 

 

計画作成対象者 名 計画作成対象外 名 

計画作成完了者 名 うち入所者 名 

  うち転出者 名 

  うち死亡者 名 

  うち作成拒否その他 名 

 

(１２)宇美町働く婦人の家（し～ず・うみ）事業 

①運営に関わる委員会等の開催 

日 時 内 容 

6月 19日・3月 12日 し～ず・うみ運営委員会 
 

 

②施設利用者数 

女 性 男 性 合 計 

30,382人 7,363人 37,745人 

80% 20% 100％ 
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③各部屋利用状況                                           （単位：人） 

 

＊ふみらぽ･･･地域コミュニティ課 宇美町ボランティア・町民活動支援センター専有 

＊くすのき教室…宇美町教育委員会 宇美町適応指導教室専有 
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④ 主催講座 
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⑤ 自主サークル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．自主財源の確保と組織体制の強化  

 
 



25 

 

（１） 赤い羽根共同募金運動の推進 

〇年間活動内容 

期 日 活動内容 

5月 ・地域コミュニティ説明会で戸別募金協力のお願い 

9月 ・共同募金チラシ、赤い羽根の全戸配布 

 

10月 

 

～  

 

12月 

 

・街頭募金実施（西鉄ストア前１日、宇美八幡宮放生会２日） 

・募金箱設置、ポスター掲示、横断幕・のぼり旗設置 

・設置箇所 

（公共施設、町内小中学校、金融機関、福岡刑務所その他町内店舗多数） 

・募金種別ごとに運動開始 

・社協だよりにて共同募金のＰＲ 

・法人募金協力のお願い（町内法人、町外法人ともに郵送でのお願い） 

2月 
・社協だよりにて共同募金のお礼と実績報告 

・共同募金運動お礼状の発送 

 

〇令和 7年度 赤い羽根共同募金 実績額と目標達成率 

 

 

 

 

 

 

 

募金種別 目標額 実績額 目標達成率 

戸別募金  円 円 ％ 

法人募金  円 円 ％ 

団体募金  円 円 ％ 

職域募金  円 円 ％ 

バッジ募金  円 円 ％ 

図書カード募金  円 円 ％ 

クオカード募金  円 円 ％ 

個人、その他募金  円 円 ％ 

街頭募金  円 円 ％ 

銀行預金利息  円 円 ％ 

合  計 円 円 ％ 
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（２）賛助会員の加入促進  

「賛助会員加入は、地域福祉参加のひとつ」として、また必要な時に車いすの貸出しや支えあい事業 

が利用できる特典等、「社協だより」やホームページを利用し周知を図り加入促進に努めた。 

 

 【令和 7 年度】                                     

加入者数 加入口数 金 額 

名 口 円 

 

(３)会議・研修会実施状況 

１． 令和 7年度宇美町社会福祉協議会 理事会・評議員会・評議員選任解任委員会 

会議 主な会議内容 
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２． 令和 7年度福岡県共同募金会宇美町支会 理事会・評議員会・評議員選任解任委員会 

会議 主な会議内容 

  

  

  

  

 

３． 令和 7年度宇美町社会福祉協議会 役職員会議・研修会等 

会議・研修等 

令和 6年 4月 23日 

アザレアホール須恵 
会長・事務局長会議・・・ 
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